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女川原発再稼働ストップ県民集会予定される 

３月２２日午後１時より仙台市役所前市民広場で 
 

 

 

 

 

 

 原子力規制委員会は今年 2月にも女川原発 2号機の新規性基準適合との審査結果を正式決定すると見

込まれています。東北電力は 2020年度後半以降の再稼働をめざしています。再稼働すると、福島型原発

型(沸騰水型)の再稼働トップバッターとなります。東日本大震災の震源地に最も近くにあり、1千か所以

上のひび割れを起こした女川原発が本当に安全なのか、不安をぬぐい切れません。おりしも、政府地震

調査委員会が「宮城県沖、30年以内Ｍ7・4の地震発生確率 60％」と発表しました。原発事故の再発を

怖れながら生活する日々がやってくることなど、想像すらしたくありません。原発再稼働ストップのた

めみんなの力を合わせて、市民の意思をアピールしましょう。                比呂 

当日正午より「きらきらブース」で「再エネ実験」を披露します！ 

 きらきら発電・市民共同発電所の役員会は「さようなら原発みやぎ県民大集会」で「ブース」を借り

て「再エネ理科実験コーナー」を設置します。「発電の原理を知るコーナー」「自転車発電で目玉焼き作

り」「空気圧発電体験」「太陽光発電ベースロード電源化への挑戦」など、各種の実験を体験してもらう

予定です。3月 22日正午より出展を開始し、多くの方の来場をお待ちしています。      比呂 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 女川原発再稼働を許さないみやぎアクション・原発問題住民

運動宮城県民センターなどの呼びかけにより、3月 22日(日)午

後、仙台市役所前市民広場で、女川原発再稼働を許さない「さ

ようなら原発みやぎ県民大集会」が開催されます。ＮＰＯきら

きら発電も集会の賛同団体となり、ブース参加を決めました。 

広 
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ＮＰＯきらきら発電・市民共同発電所 

第６回定期総会のご案内 

 ＮＰＯきらきら発電の 2020年度定期総

会のご案内をいたします。会員・準会員の

皆様、ご出席、よろしくお願いします。広 

日時 ＝ 4月 29日(水)午後 1時半～4時 

場所 ＝ 仙台市市民活動サポートセンター 

講演  東松島みらいとし機構渥美裕介氏 

本紙裏面に当日の議題を紹介しています。 

仙台ＰＳ操業差止訴訟の学習会開かる 

 1月 25日(土)仙台市戦災復興記念館で「仙台港の石

炭火力発電問題を考える公開学習会」が開催され、84

名が集まりました。報告者の一人水戸部秀利氏(ＮＰＯ

きらきら発電理事長)は、「ＰＳ操業により、仙台市蒲

生・多賀城市・七ヶ浜町では、ＳＯ２・ＮＯ２・ＰＭ

2・5が増加。この影響で多賀城市では人口 10万人対

比 2.16 人死亡者が増えると予想される」と報告。「電

気は東京に、お金は関西に、煙は宮城にというこんな

理不尽を許していいか！司法に正義を期待したい」と

まとめました。続いて原告団長の長谷川公一氏(東北大

学環境社会学教授)が「訴訟開始後石炭火力 50案件中

13件が計画中止・変更になった。また神戸や横須賀で

も裁判が始まった。そして経産省が 11.25万ｋｗ以下

の小型石炭火力を事実上禁止にした。このような成果

があがっている。日本から石炭火力がなくなるまで、

勝利を信じて頑張ろう」と訴えました。    比呂 

 

 

 



 

河北 

河北新報記事紹介 

 

 

1月 24日地震調査員会 

 

 

原発コストとドイツ事情 

 

 

 

原発再稼働の東北電力とさよならし、電力小売会社に電気を売ります 

昨年はパルシステムと、今年はみんな電力と契約 
 年内にも原発を再稼働させようとする東北電力。そんな東北電力も、関東地方に自然エネ 100％

の電気を売っています。要するに「原発由来のきたない電気は東北で売る」という経営方針です。

こんな地元を見捨てる電力会社に「きらきら発電のきれいな電気を売る」ことはしたくありませ

ん。そんな気持ちで「自然エネルギー由来の電気をできるだけ各家庭に届けたい」と努力されてい

る電気小売事業者に、きらきら発電の電力を売ることを昨年の総会で確認しました。そして宮城県

内で各家庭相手に電力を売っているみやぎ生協とあいコープに相談。みやぎ生協は自分の発電した

ものを売る方針ということで、きらきら発電の電気は買いませんとの返事。そこであいコープ経由

で電気元売会社のパルシステムに相談。第 1号機の井土浜発電の電力を買っていただくことにしま

した。昨年 6月のことです。売電を開始したら、東京に住むパルシステムの会員さんから「きらき

ら発電の平和を愛する考えが、私の気持ちにピッタリ」というお手紙をいただき、さっそくきらき

ら発電の会員になっていただきました。                        比呂 

 今年もさらに買電先を広げます。パルシステムと同じ関東に本社を持つ「みんな電力」との話が

進み、本年 4月より売電開始となります。わたり 4号機が対象です。5号機多賀城伝上山発電所の

電気も売り先を探したいと考えます。皆様、情報がありましたら、教えてください。    比呂 

 

売電収益の還元先をみんなで考えよう！ 

定款には「高齢化社会への対応」と記載していますが…！？ 

 きらきら発電は毎年多くの方々から寄付金のご協力をいただき(2019年度は 14名の方から 79万

円のご協力)、おかげで赤字決算の発電部門を 5年間カバーさせてもらいました。そしていよいよ発

電部門も、6年目の 2020年度に黒字が出る予定です。そして来期以降も黒字は続く見通しです。そ

の黒字を利用して新しい発電所(小水力発電)を建設したいと考えていますが、ＮＰＯおながわ市民共

同発電所の「奨学金支給」のような「社会還元型」の活用も検討したいと考えています。きらきら

発電の定款にはそのような趣旨で「高齢化社会への対応」という文言を入れていますが、今年 1年

間、皆さんと一緒に活用方法の具体化を検討することとします。どんなご意見でも結構です。どし

どしご意見をお寄せください。なお 2020年度のどこかで、会員が参加して「ああでもない、こうで

もない」と意見を出し合う場を作りたいと思っています。お互いの夢を語り合いましょう。  比

呂 

基金返済を今年も５００万円実施します 

小水力発電所建設に協力できる方は、返済据え置きも可 

 10年間お借りする予定の建設基金を昨年より返済開始しました。今年も 500万円を予定していま

す。対象は 2016年 7月より 2017年 4月にご協力くださった 20名です。本年 6月頃に通知をさし

あげます。まだ返済しなくてもよいとお考えの方はそのまま据え置きで構いません。また今年建設

予定の金山小水力発電所の建設資金に回してよいという方はその旨記載しご返事ください。 比呂 

 

 


